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四
半
期
レ
ビ
ュ
ー
基
準
の
改
訂
、検
討

開
始
─
企
業
会
計
審
議
会
監
査
部
会

監
　
　
査

10月10日（火）まで

10月31日（火）まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和５年９月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和５年８月期分）

法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告

１ヵ月延長法人（令和５年７月期）

２ヵ月延長法人（令和５年６月期）

④　消費税・地方消費税の確定申告（１カ月ごと）（８月期）

⑤　消費税・地方消費税の確定申告（３カ月ごと）（２月、５月、８月、１１月期）

⑥　法人の中間申告（半期・２月期）

法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　法人消費税の中間申告納付

直前期年税額４，８００万円超のとき　１カ月ごと（８月期を除く）

直前期年税額４００万円超のとき　3カ月ごと（２月、５月、１１月期）

①　源泉所得税には復興特別所

得税の額を含む。

②～⑦　法人の事業年度（課税期

間）の終了日は各月末日とする。

④、⑤　消費税課税期間の短縮特

例は適用後２年間継続が要件で

ある。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

去
る
９
月
５
日
、
金
融
庁
は
、
企

業
会
計
審
議
会
監
査
部
会（
部
会
長
：

堀
江
正
之
・
日
本
大
学
商
学
部
教
授
）

を
開
催
し
た
。

２
０
２
２
年
12
月
公
表
の
金
融
審

議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
（
Ｄ
Ｗ
Ｇ
報

告
）
に
盛
り
込
ま
れ
た
四
半
期
開
示

の
見
直
し
に
伴
い
、
四
半
期
報
告
制

度
廃
止
後
の
中
間
財
務
諸
表
お
よ
び

四
半
期
決
算
短
信
の
レ
ビ
ュ
ー
に
つ

い
て
、
以
下
の
論
点
に
関
す
る
審
議

が
行
わ
れ
た
。

検
討
範
囲

Ｄ
Ｗ
Ｇ
報
告
で
は
、
第
２
四
半
期

報
告
書
と
同
程
度
の
レ
ビ
ュ
ー
が
半

期
報
告
書
に
求
め
ら
れ
、
第
１
・
第

３
四
半
期
決
算
短
信
の
レ
ビ
ュ
ー
は

任
意
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

新
た
に
必
要
と
な
る
「
半
期
報
告
書

に
含
ま
れ
る
中
間
財
務
諸
表
に
対
す

る
レ
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
基
準
」
に
加

え
て
、 「
四
半
期
決
算
短
信
に
含
ま

れ
る
四
半
期
財
務
情
報
に
対
す
る
レ

ビ
ュ
ー
に
関
す
る
基
準
」
を
、
企
業

会
計
審
議
会
に
お
い
て
検
討
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は
、
基
本

的
に
賛
意
が
聞
か
れ
た
。

期
中
レ
ビ
ュ
ー
基
準
（
仮
称
）

新
た
に
改
訂
す
る
レ
ビ
ュ
ー
基
準

に
つ
い
て
、次
の
論
点
が
示
さ
れ
た
。

⑴　
現
行
の
四
半
期
レ
ビ
ュ
ー
基
準

を
ベ
ー
ス
に
所
要
の
改
正
（
四
半

期
財
務
諸
表
を
中
間
財
務
諸
表
に

修
正
す
る
な
ど
）
を
行
う
。

⑵　
「
四
半
期
決
算
短
信
に
含
ま
れ

る
四
半
期
財
務
情
報
に
対
す
る
レ

ビ
ュ
ー
に
関
す
る
基
準
」
を
含
め

て
検
討
す
る
場
合
、
こ
れ
も
現
行

の
四
半
期
レ
ビ
ュ
ー
基
準
に
取
り

込
み
、
中
間
財
務
諸
表
と
四
半
期

財
務
情
報
に
対
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を

対
象
範
囲
に
含
む「
期
中
レ
ビ
ュ
ー

基
準
」（
仮
称
）
に
す
る
。

⑶　
「
期
中
レ
ビ
ュ
ー
基
準
」（
仮
称
）

と
す
る
場
合
、
結
論
表
明
の
枠
組

み
に
つ
い
て
は
、
監
査
基
準
と
同

様
に
、
適
正
性
結
論
を
中
心
と
し
、

準
拠
性
結
論
の
規
定
を
追
加
す
る

（
年
度
監
査
で
は
適
正
性
意
見
が
中

心
で
準
拠
性
意
見
も
あ
る
と
こ
ろ
、

期
中
レ
ビ
ュ
ー
の
中
間
で
は
適
正

性
、
四
半
期
で
は
準
拠
性
の
結
論

と
す
る
イ
メ
ー
ジ
）。

な
お
、
適
正
性
意
見
は
、「
一
般

に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会

計
の
基
準
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

い
る
か
に
加
え
、
経
営
者
が
採
用
し

た
会
計
方
針
の
選
択
や
そ
の
適
用
方

法
、
さ
ら
に
は
財
務
諸
表
全
体
と
し

て
の
表
示
が
適
正
表
示
を
担
保
し
て

い
る
か
と
い
っ
た
実
質
的
な
判
断
を

含
め
た
意
見
」
を
い
う
。

ま
た
、
準
拠
性
意
見
は
、「
会
計

の
基
準
に
追
加
的
な
開
示
要
請
の
規

定
が
な
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
財
務

諸
表
が
当
該
財
務
諸
表
の
作
成
に
あ

た
っ
て
適
用
さ
れ
た
会
計
の
基
準
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
い
う
。

⑴
、
⑵
に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら

特
段
の
異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

⑶
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
適
正

性
の
み
で
い
い
の
で
は
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
一
方
、「
四
半
期
は
注
記

が
限
定
さ
れ
る
の
で
、
適
正
性
の
み

と
す
る
の
は
難
し
い
」
と
の
意
見
も

聞
か
れ
た
。
ま
た
、「
中
間
は
適
正

性
で
四
半
期
は
準
拠
性
と
す
る
と
、

そ
の
違
い
を
一
般
投
資
家
が
理
解
す

る
の
は
難
し
い
。
統
一
し
た
ほ
う
が

よ
い
」
と
の
意
見
も
挙
が
っ
た
。

＊

次
回
以
降
、
基
準
の
改
訂
案
を
示

し
て
、
議
論
を
行
う
予
定
。
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改
正
リ
ー
ス
会
計
基
準
公
開
草
案
に
寄

せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
対
応
の
検
討
、開

始
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
９
月
４
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
３
２
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

５
月
２
日
に
公
表
さ
れ
た
企
業
会

計
基
準
公
開
草
案
73
号
「
リ
ー
ス
に

関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」
等
に
寄

せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
案
に

つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
受
け

て
、
事
務
局
か
ら
、
今
後
個
別
に
取

り
上
げ
検
討
す
る
事
項
と
、
コ
メ
ン

ト
対
応
と
し
て
扱
う
も
の
と
を
分
け

た
対
応
案
が
示
さ
れ
た
。

リ
ー
ス
の
識
別
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

リ
ー
ス
の
識
別
に
関
す
る
定
め
に

つ
い
て
、「
整
備
新
幹
線
に
係
る
鉄

道
施
設
の
使
用
対
価
は
適
用
対
象
外

と
し
て
取
り
扱
う
定
め
を
設
け
る
こ

と
を
要
望
す
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
事
務

局
か
ら
は
「『
整
備
新
幹
線
に
係
る

鉄
道
施
設
の
使
用
対
価
』
に
つ
い
て

は
、
取
引
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で

対
応
の
要
否
を
検
討
す
る
」
と
の
コ

メ
ン
ト
対
応
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
議
論
の
背

景
と
し
て
は
、
国
や
行
政
が
絡
ん
で

く
る
問
題
で
一
般
的
で
は
な
い
た

め
、
検
討
の
俎
上
に
載
る
の
か
。
ど

う
い
っ
た
背
景
が
あ
る
の
か
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
意
見
が
聞
か

れ
た
。

事
務
局
は
「
取
引
内
容
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
事
務
局
内
で
確

認
が
取
れ
て
い
な
い
。し
た
が
っ
て
、

新
た
な
論
点
が
出
て
き
た
場
合
な
ど

取
引
内
容
次
第
で
は
取
り
上
げ
る
こ

と
に
な
る
。
現
在
の
会
計
基
準
や
適

用
指
針
の
定
め
で
対
応
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
取
り
上
げ
な
く
て
も
い
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

リ
ー
ス
の
契
約
条
件
等
に
関
す
る

コ
メ
ン
ト

ま
た
、
リ
ー
ス
事
業
協
会
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
か
ら
、「
リ
ー
ス
の
契
約

条
件
の
変
更
及
び
リ
ー
ス
の
契
約
条

件
の
変
更
を
伴
わ
な
い
リ
ー
ス
負
債

の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
」
に
つ
い

て
、「
従
前
の
ル
ー
ル
に
は
な
い
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
リ
ー

ス
規
約
条
件
の
変
更
を
伴
わ
な
い

ケ
ー
ス
な
ど
は
、
実
務
負
担
も
相
当

あ
る
た
め
、
可
能
で
あ
れ
ば
個
別
論

点
と
し
て
議
論
し
て
ほ
し
い
。
コ
メ

株
式
会
社
に
よ
る
会
社
運
営
⑤

（
分
配
規
制
）

公
認
会
計
士 

市
川　

育
義

会
計・監
査・開
示

〝
来
し
方
行
く
末
〟

株
主
は
、
投
資
の
見
返
り
と
し
て
、

株
価
の
値
上
が
り
や
配
当
金
の
増
額

を
期
待
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
株
価
は
資
本
市
場
に
お
い
て
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
株
主
と
し

て
は
何
と
も
し
よ
う
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
配
当
金
は
、
会
社

の
機
関
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
株
主
総
会
で
配
当

議
案
が
審
議
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
株
主
が
議
決
権
行
使
を
す

る
こ
と
で
、
株
主
の
総
体
と
し
て
の

意
思
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

①
　
取
締
役
会
で
の
配
当
金
の
決
定

取
締
役
の
任
期
が
１
年
で
あ
る
よ

う
な
、
次
の
会
社
に
お
い
て
は
、
定

款
の
定
め
に
よ
り
、
取
締
役
会
に
お

い
て
配
当
金
を
決
定
す
る
こ
と
が
可

能
と
さ
れ
て
い
る
（
会
社
法
459
）。

・
会
計
監
査
人
設
置
会
社
で
あ
る
こ
と

・
取
締
役
の
任
期
が
１
年
を
超
え
な
い

こ
と

・
監
査
役
会
設
置
会
社
、
監
査
等
委
員

会
設
置
会
社
、
指
名
委
員
会
等
設
置

会
社
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

・
会
計
監
査
人
の
監
査
意
見
が
無
限
定

適
正
意
見
で
あ
る
こ
と
（
監
査
役
会

の
監
査
報
告
で
こ
れ
を
否
定
し
て
い

な
い
こ
と
）

東
証
が
公
表
す
る
「
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
白
書
２
０
２
３
」

に
よ
れ
ば
、
東
証
上
場
会
社
の
監
査

役
会
設
置
会
社
の
う
ち
、
取
締
役
の

任
期
を
１
年
と
定
め
た
会
社
の
比
率

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
取
締

役
会
に
よ
り
配
当
を
決
定
で
き
る
会

社
に
お
い
て
は
、
株
主
と
し
て
は
議

決
権
行
使
は
で
き
な
い
が
、
事
業
報

告
に
お
い
て
剰
余
金
の
配
当
等
の
決

定
方
針
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
た
め
（
会
施
規
126
十
）、
必

要
に
応
じ
て
、
株
主
総
会
で
の
質
問

等
に
よ
り
会
社
の
配
当
方
針
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
配
当
は
利
益
配
当
と
は
限
ら
な

い配
当
は
、
一
般
的
に
は
、
事
業
活

動
の
成
果
と
し
て
獲
得
し
た
利
益
を

原
資
と
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
会
社
法
が
規
定

す
る
剰
余
金
の
配
当
に
は
、利
益
（
そ

の
他
利
益
剰
余
金
）
だ
け
で
な
く
資

本
の
一
部
（
そ
の
他
資
本
剰
余
金
）

も
含
ま
れ
る
た
め
、
配
当
が
必
ず
し

も
利
益
配
当
を
意
味
し
て
い
る
わ
け

で
な
い
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

配
当
金
が
、
実
質
、
資
本
の
払
戻
し

を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、

受
取
配
当
金
の
計
上
は
で
き
な
い
と

い
っ
た
配
当
金
受
領
側
の
会
計
処
理

に
も
影
響
す
る
こ
と
と
な
る
。

③
　
分
配
可
能
額
の
計
算

配
当
は
、
株
主
総
会
ま
た
は
取
締

役
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
い
く
ら
で
も
自
由
に
決
定

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
配
当
に
よ

る
会
社
財
産
の
流
出
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
会
社
債
権
者
の
利
益
を
保
護

す
る
観
点
か
ら
、
配
当
は
会
社
法
が

規
定
す
る
分
配
可
能
額
の
範
囲
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
（
会
社
法
461
）。

分
配
可
能
額
は
効
力
発
生
日
（
配

当
日
）
に
お
け
る
計
算
と
な
る
た

め
、
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い

る
剰
余
金
（
そ
の
他
資
本
剰
余
金

＋
そ
の
他
利
益
剰
余
金
）
の
計
上
額

か
ら
自
動
計
算
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
決

算
日
の
有
価
証
券
等
の
含
み
損
や
配

当
日
の
自
己
株
式
の
残
高
を
控
除
し

た
り
、
決
算
日
後
に
お
け
る
資
本
金・

準
備
金
と
剰
余
金
の
振
替
え
や
自
己

株
式
の
消
却
を
反
映
さ
せ
た
り
す
る

な
ど
、
非
常
に
複
雑
な
計
算
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

近
年
、
多
額
の
自
己
株
式
の
取
得

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
伴
い
、

分
配
可
能
額
を
超
え
る
問
題
事
例
が

実
務
上
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
一
度
、
中
間
配
当
や
自
己
株
式
の

取
得
決
議
の
際
に
は
、
少
な
く
と
も
、

決
算
確
定
前
の
当
期
純
利
益
は
配
当

原
資
を
構
成
し
な
い
こ
と
に
、
十
分

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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対前年同期増加率の推移（金融業、保険業を除く） （単位：％、億円）◆売上高（金融業、保険業を除く）
製造業、非製造業ともに増収
売上高は、356兆3,714億円で、対前年同期増加率（以下、「増加
率」という）は5.8％となりました。
業種別にみると、製造業は7.6％、非製造業は5.0％となりました。
◆経常利益（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増益
経常利益は、31兆6,061億円で、増加率は11.6％となりました。
業種別にみると、製造業は0.4％、非製造業は19.0％となりまし
た。
◆設備投資（金融業、保険業を除く）
製造業、非製造業ともに増加
設備投資額は、11兆927億円で、増加率は4.5％となりました。
業種別にみると、製造業は4.9％、非製造業は4.4％となりました。
なお、ソフトウェア投資額を除いた設備投資額は9兆6,735億円
で、増加率は4.4％となりました。

―令和５年４～６月期調査　

回答法人数 　22,623社 （18,647社）
回 答 率 　 68.7％     （69.1％）
（　）書きは金融業、保険業を除いた数値です。

財務省法人企業統計調査 この調査は、統計法に基づく基幹統計として資本金１千万円以上の営利法人等を対象に、
企業活動の短期的動向を把握することを目的として、四半期ごとの仮決算計数を調査して
いるものです。
　以下は、令和５年９月１日に発表した令和５年４～６月期の調査結果の概要です。

「法人企業統計調査」は、統計法に基づく基幹統計に指定されており、調査の対象となった
法人様には調査票を提出する義務がございますので、必ず提出期限までに財務省（財務局・
財務事務所）への提出をお願いします。
なお、次回令和５年７～９月期の調査票の提出期限は令和５年11月10日、結果の公表は
令和５年12月１日の予定です。

売上高
　全産業
　　製造業
　　非製造業
経常利益
　全産業
　　製造業
　　非製造業
設備投資
　全産業

　　製造業

　　非製造業

区　分 4.4-6 7-9 10-12 5.1-3 4-6　 

（注）設備投資の（　）書きは、ソフトウェア投資額を除いたベース。

（実　額）
3,563,714 
1,074,215 
2,489,499 
（実　額）
316,061 
112,656 
203,405 
（実　額）
110,927 
(96,735)
40,472 
(35,958)
70,455 
(60,777)

5.0
2.3
6.1

4.3
△15.7
17.2

11.0
(10.0)
11.3
(10.7)
10.8
(9.6)

6.1
9.2
4.9

△2.8
△15.7
5.2

7.7
(6.3)
6.0
(5.5)
8.6
(6.7)

8.3
12.1
6.7

18.3
35.4
5.6

9.8
(8.0)
8.2
(6.6)
10.7
(8.8)

7.2
6.1
7.6

17.6
11.7
21.9

4.6
(3.5)
13.7
(11.9)
△0.0
(△0.9)

5.8 
7.6 
5.0 

11.6 
0.4 
19.0 

 
4.5 
(4.4)
4.9 
(4.0)
4.4 
(4.6)

ン
ト
が
相
当
数
あ
る
よ
う
な
の
で
、

も
し
難
し
い
場
合
は
、
丁
寧
な
コ
メ

ン
ト
対
応
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。
事
務
局
は
「
検

討
す
る
」
と
回
答
し
た
。

親
委
員
会
で
の
審
議

９
月
７
日
開
催
の
第
５
０
９
回
親

委
員
会
で
も
、
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て

パ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ン
オ
フ
の
会
計
処
理

の
実
務
対
応
報
告
案
、検
討
大
詰
め

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、企
業
結
合
専
門
委

会
　
　
計

審
議
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
今
後
の
議
論
の

し
か
た
と
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
実
務
対
応
を
阻
害
し
な
い
よ

う
、
予
見
可
能
性
の
高
い
も
の
か
ら

優
先
し
て
議
論
し
た
ほ
う
が
い
い
」

と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

去
る
９
月
６
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
０
９
回
企
業
結
合
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

第
１
０
８
回
（
２
０
２
３
年
９
月

10
日
号
（
№
１
６
８
７
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、

「
パ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ン
オ
フ
の
会
計

処
理
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

改
正
の
文
案
検
討

前
回
に
引
き
続
き
、
企
業
会
計
基

準
適
用
指
針
２
号
「
自
己
株
式
及
び

準
備
金
の
額
の
減
少
等
に
関
す
る
会

計
基
準
の
適
用
指
針
」
お
よ
び
会
計

制
度
委
員
会
報
告
７
号
「
連
結
財
務

諸
表
に
お
け
る
資
本
連
結
手
続
に
関

す
る
実
務
指
針
」
に
つ
い
て
、
改
正

文
案
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。　

前
回
議
論
さ
れ
た
、
２
０
２
３
年

４
月
１
日
か
ら
公
表
日
ま
で
の
間
に

実
行
さ
れ
た
取
引
に
つ
い
て
早
期
適

用
を
可
能
と
す
る
経
過
措
置
に
つ
い

て
、
事
務
局
は
そ
れ
に
実
際
に
該
当

す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
で
き
な
い
こ
と

を
理
由
に
経
過
措
置
を
定
め
な
い
修

正
案
を
提
示
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
公
開
草
案

を
公
表
し
、
作
成
者
か
ら
ニ
ー
ズ
が

あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
再
検
討
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
」
と
の
意
見
が
聞
か

れ
た
。

ま
た
、
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針

28
号
「
税
効
果
会
計
に
係
る
会
計
基

準
の
適
用
指
針
」
の
改
正
文
案
の
検

討
も
行
わ
れ
た
。

「
コ
メ
ン
ト
募
集
お
よ
び
公
開
草
案

の
概
要
」
の
文
案

自
己
株
式
等
適
用
指
針
お
よ
び
資

本
連
結
実
務
指
針
、
税
効
果
適
用
指

針
の
改
正
案
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

募
集
お
よ
び
公
開
草
案
の
概
要
の
文

案
が
検
討
さ
れ
た
。
な
お
、
資
本
連

結
実
務
指
針
に
つ
い
て
は
、
日
本
公

認
会
計
士
協
会
よ
り
改
正
案
が
公
表

さ
れ
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
「
資
本
連
結
実

務
指
針
が
会
計
士
協
会
で
の
扱
い
に

な
る
こ
と
で
、『
公
表
に
あ
た
っ
て
』

の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
ち
ら
が
主
に
読
ま
れ
る
こ
と

が
多
い
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
参
考

と
し
て
連
結
上
の
扱
い
の
概
要
等
を

付
け
た
ほ
う
が
便
利
で
は
」
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
た
。

事
務
局
は
、「
な
お
書
き
で
リ

フ
ァ
ー
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
で

カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」
と

し
た
。
ま
た
、「
そ
の
よ
う
な
意
見
が

多
く
聞
か
れ
た
場
合
は
再
検
討
す
る
」

と
し
た
。

ま
た
、
９
月
７
日
開
催
の
第
５
０

９
回
親
委
員
会
で
も
、
審
議
が
行
わ

れ
た
。

専
門
委
員
会
と
同
様
に
、
委
員
か

ら
、「
資
本
連
結
実
務
指
針
の
内
容

を
参
考
情
報
と
し
て
『
公
表
に
あ

た
っ
て
』
に
記
載
し
て
は
」
と
の
意

見
が
聞
か
れ
、
事
務
局
か
ら
「
検
討

す
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
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電
子
決
済
手
段
の
会
計
処
理
に
関
す
る

コ
メ
ン
ト
対
応
、開
始
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

日
本
版
Ｓ
１・Ｓ
２
基
準
の
開
発
、検
討

進
む
─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
９
月
７
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
０
９
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

金
融
商
品
の
減
損

第
２
０
５
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
３
年
９
月
20
日
号
（
№

１
６
８
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
金
融
資
産
の
減

損
に
関
す
る
会
計
基
準
の
開
発
に
関

し
て
、
ス
テ
ッ
プ
２
を
採
用
す
る
金

融
機
関
に
お
け
る
金
融
資
産
の
条
件

変
更
の
開
示
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
、
注
記
に
関
し
て
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」
の
定
め

を
取
り
入
れ
な
い
項
目
に
つ
い
て

は
、
原
則
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
７
号
「
金
融
商

品
：
開
示
」
の
定
め
を
取
り
入
れ
な

い
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
お

り
、
条
件
変
更
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

７
号
の
定
め
お
よ
び
、
銀
行
等
金
融

機
関
に
お
い
て
要
求
さ
れ
て
い
る
条

件
変
更
に
関
連
す
る
開
示
の
分
析
を

行
っ
た
結
果
、
両
者
と
も
取
り
入
れ

な
い
と
す
る
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
賛
同
意
見
が
多
く
聞

か
れ
た
が
、「
利
用
者
と
し
て
条
件

変
更
は
情
報
価
値
が
高
く
、
取
り
入

れ
な
い
と
す
る
案
に
抵
抗
が
あ
る
」

と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

電
子
決
済
手
段
の
会
計
処
理
・
開
示

第
１
５
９
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
（
２
０
２
３
年
９
月
20
日
号
（
№

１
６
８
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
実
務
対
応
報
告

公
開
草
案
66
号
「
資
金
決
済
法
に
お

け
る
特
定
の
電
子
決
済
手
段
の
会
計

処
理
及
び
開
示
に
関
す
る
当
面
の
取

扱
い
（
案
）」
等
に
関
す
る
コ
メ
ン

ト
対
応
に
つ
き
、
審
議
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
表
示
に
関
し
て
、「
貸

借
対
照
表
上
の
表
示
は
『
現
金
及
び

預
金
』
に
含
め
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
明
確
化
を
希
望
す
る
」
と
の
コ

メ
ン
ト
に
「
わ
が
国
の
会
計
基
準
で

は
貸
借
対
照
表
上
の
現
金
及
び
預
金

の
範
囲
を
定
め
て
い
な
い
こ
と
に
鑑

み
、
貸
借
対
照
表
上
の
電
子
決
済
手

段
の
表
示
に
つ
い
て
定
め
て
い
な
い
」

と
の
コ
メ
ン
ト
対
応
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「『
現
金
及
び
預
金
』

に
含
ま
れ
る
か
明
確
化
し
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

事
務
局
か
ら
「
実
務
対
応
報
告
の
範

囲
を
超
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
難
し

い
」
と
の
回
答
が
さ
れ
た
。

去
る
９
月
５
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
第

20
回
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員

会
を
開
催
し
た
。

第
19
回
（
２
０
２
３
年
９
月
10
日

号
（
№
１
６
８
７
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ 

Ｓ
１
号
お
よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
２

号
に
相
当
す
る
日
本
基
準
の
開
発
の

審
議
が
行
わ
れ
た
。

審
議
さ
れ
た
具
体
的
な
検
討
事
項

は
主
に
以
下
の
と
お
り
。

目　
的

日
本
版
Ｓ
１
基
準
・
Ｓ
２
基
準
の

目
的
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ 

Ｓ
１
号
・
Ｓ
２
号
の
定
め
を
取

り
入
れ
る
。

日
本
版
Ｓ
１
基
準
に
関
し
て
、
委

員
か
ら
は
「『
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

開
示
』
が
『
一
般
目
的
財
務
報
告
書

の
特
定
の
様
式
を
い
う
』
と
定
義
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
訳
し
方
だ
と
誤

解
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
Ｓ
１
号
の
『
様
式
』
は
『
情

報
の
集
合
体
と
し
て
の
様
式
』
を
指

し
て
い
る
か
と
思
う
が
、
様
式
と
い

う
言
葉
が
日
本
で
は
開
示
様
式
の
よ

う
な
も
の
を
想
起
さ
せ
や
す
い
の
で

は
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
事
務
局

は
、「
訳
と
し
て
は
正
し
い
が
、
説

明
の
し
か
た
を
考
え
る
」
と
し
た
。

範　
囲

日
本
版
Ｓ
１
基
準
に
お
け
る
範
囲

に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
の
定

め
を
取
り
入
れ
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
が
公
表
す
る
他

の
テ
ー
マ
別
基
準
が
、
具
体
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
の
リ
ス
ク
お

よ
び
機
会
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
場
合
、
こ
れ
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
し
た
。

バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
の
リ
ス
ク

お
よ
び
機
会
の
範
囲
の
再
評
価

日
本
版
Ｓ
１
基
準
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
の
定
め
を
取
り
入

れ
る
。

ま
た
、
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
を

通
じ
て
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連

の
リ
ス
ク
ま
た
は
機
会
の
範
囲
に
つ

い
て
、
重
大
な
事
象
や
変
化
に
か
か

わ
ら
ず
、
よ
り
頻
繫
に
再
評
価
で
き

る
も
の
と
し
た
。

判　
断

日
本
版
Ｓ
１
基
準
に
お
け
る
（
作

成
過
程
で
企
業
が
行
っ
た
）
判
断
に

つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
の
定
め

を
取
り
入
れ
る
。

委
員
か
ら
は
、「
事
務
局
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
提
案
に
『
開
示
に
含
ま

れ
る
情
報
に
最
も
重
大
な
影
響
を
与

え
る
も
の
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
情

報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
原
文
で
は

複
数
形
な
の
で
、
必
ず
し
も
１
つ
に

限
ら
な
い
旨
が
伝
わ
る
よ
う
表
現
を

修
正
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。
事

務
局
は
、「
書
き
方
を
検
討
す
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

測
定
の
不
確
実
性

日
本
版
Ｓ
１
基
準
に
お
け
る
測
定

の
不
確
実
性
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
の
定
め
を
取
り
入
れ
る
。

委
員
か
ら
は
「
具
体
的
に
何
を
開

示
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
り
に
く

い
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。
事

務
局
は
、「
例
示
を
出
す
こ
と
は
で

き
る
が
、
出
し
た
瞬
間
、
各
企
業
は

そ
れ
と
同
じ
も
の
を
開
示
す
る
蓋
然

性
が
高
い
。
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
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第３章

第4章

適用済・決定会社268社の対応を調査

IFRS任意適用企業
の開示分析

有限責任監査法人トーマツ　
米国公認会計士・公認内部監査人荻野　ななみ

有限責任監査法人トーマツ
公認会計士葛西　哲也

有限責任監査法人トーマツ
公認会計士柏村　俊夫

有限責任監査法人トーマツ 竹内　夏央／

有限責任監査法人トーマツ
公認会計士杉﨑　聡／

有限責任監査法人トーマツ
公認会計士松澤　伸／

2023年６月末現在、IFRSの適用済・適用決定会社は、昨年の同時期に比べて10社増加し、
268社となった。本特集では、このうち有価証券報告書または「上場申請のための有価証券報
告書（Ｉの部）」を提出した企業を中心に開示内容を分析し、解説する。
IFRS任意適用企業の数は引き続き増加しており、時価総額でみれば半分弱を占めるなど、
影響力を拡大し続けている。今後の適用に向けた検討や実務の一環としてご活用いただけれ
ば幸いである。

この1年で新たに15社が適用
新規任意適用企業の一覧と
初度適用時の開示パターン
リース、収益認識、金融商品、公正価値測定
注記情報の開示分析
リース・企業結合等は100％選択
初度適用時の免除規定の
選択状況
当期利益・総資産は増加傾向に
調整表に関する開示状況

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2023年
9月6日

業種別委員会研究資料「Web3.0
関連企業における監査受嘱上の
課題に関する研究資料」（公開草
案）

JICPA

昨今、暗号資産やNFT（Non-Fungible Token）などのトークン（電子的
な記録・記号）を活用するWeb3.0ビジネスが広がりをみせているな
か、Web3.0関連企業における監査受嘱上の課題について研究を重ね、
取りまとめたもの。監査受嘱上の留意事項およびトークン発行に係る監
査上の課題、トークン保有に係る監査上の課題、NFT、SAFT（Simple 
Agreement for Future Token）などについて検討されている。コメント
期限は10月６日。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20230906gjj.html

―

日
銀
審
議
委
員
の
二
極
化
と
金
融
政
策

の
未
来

金
　
　
融

今
後
も
日
本
株
価
の
カ
ギ
を
握
る
海
外

投
資
家

証
　
　
券

日
本
銀
行
の
田
村
直
樹
審
議
委
員

と
中
川
順
子
審
議
委
員
の
発
言
が
示

す
方
向
性
の
違
い
は
注
目
に
値
す

る
。
田
村
審
議
委
員
は
８
月
30
日
の

講
演
で
、
物
価
安
定
の
目
標
達
成
が

視
野
に
入
っ
て
い
る
と
主
張
。
対
照

的
に
、
中
川
審
議
委
員
は
９
月
７
日

の
記
者
会
見
で
、
物
価
目
標
の
達
成

は
見
通
せ
ず
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
解

除
も
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
な
食
い
違
い
が
生
じ
る

理
由
と
し
て
、
経
済
環
境
の
リ
ス
ク

評
価
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
政
策
方
針

へ
の
信
念
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。

田
村
審
議
委
員
が
前
向
き
な
評
価
を

行
っ
て
い
る
背
後
に
は
、
物
価
上
昇

や
経
済
成
長
に
対
す
る
楽
観
的
な
見

方
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
で
、
中
川
審
議
委
員
は
よ
り

リ
ス
ク
回
避
的
、
慎
重
な
姿
勢
が
垣

間
見
え
る
。
こ
の
違
い
は
、
リ
ス
ク

許
容
度
や
経
済
環
境
の
安
定
性
と

い
っ
た
基
本
的
な
経
済
観
念
に
起
因

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

田
村
審
議
委
員
の
よ
う
な
前
向
き

な
出
口
戦
略
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
金

融
市
場
は
早
期
の
金
利
引
上
げ
を
予

測
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
逆
に
、
中

川
審
議
委
員
の
よ
う
な
慎
重
な
立
場

が
採
用
さ
れ
る
と
、
現
行
の
金
融
緩

和
策
の
維
持
期
間
が
延
長
さ
れ
る
可

能
性
が
高
ま
る
。
短
期
的
に
は
、
田

村
審
議
委
員
の
方
針
が
採
ら
れ
た
場

合
、
金
利
が
上
昇
し
企
業
の
資
金
調

達
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
し
か
し
、
長
期
的
に
は
、
物
価

安
定
目
標
に
近
づ
く
可
能
性
が
高
ま

る
。
逆
に
、
中
川
審
議
委
員
の
慎
重

な
立
場
が
採
ら
れ
れ
ば
、
物
価
目
標

の
達
成
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
と
引
き
換

え
に
、
企
業
の
資
金
調
達
が
容
易
に

な
り
、
経
済
成
長
が
支
援
さ
れ
る
。

最
終
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
対
立
す

る
視
点
が
日
銀
内
部
で
ど
の
よ
う
に

１
つ
の
方
針
に
落
ち
着
か
せ
る
か
、

が
重
要
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
立
場
が

採
ら
れ
て
も
、
市
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と
り
、
方
針
が

明
確
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
日
銀
は
今
後

も
市
場
と
の
対
話
を
重
視
す
る
方
針

を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
銀

内
部
の
議
論
の
行
方
が
金
融
政
策
の

今
後
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
重
要

な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。

８
月
末
か
ら
９
月
初
め
に
か
け
て

日
本
株
の
上
げ
が
目
立
っ
た
。
日
経

平
均
は
８
日
連
騰
、
累
計
５
％
上
昇

と
、
こ
の
期
間
、
勢
い
は
米
国
株
を

は
る
か
に
上
回
り
、
世
界
的
に
み
る

と
日
本
株
独
歩
高
の
感
が
あ
っ
た
。

株
価
は
長
期
間
の
調
整
か
ら
一
気
に

蘇
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原

因
を
探
っ
て
み
る
と
、
海
外
投
資
家

が
８
月
第
５
週
か
ら
大
幅
な
株
式
買

越
し
に
転
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
９
月
上
旬
の
終
わ
り
に

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
解
除
が
近
い
と

い
う
情
報
が
流
れ
る
と
、
日
経
平
均

の
上
昇
は
止
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
日

本
株
の
動
き
は
、
日
本
の
株
式
市
場

が
海
外
投
資
家
の
動
向
次
第
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
海
外
投
資
家
は
今
後
、

日
本
市
場
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

く
る
だ
ろ
う
か
。
海
外
投
資
家
の
中

心
は
欧
米
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
＝
資

金
運
用
業
者
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に

と
っ
て
株
式
投
資
は
あ
く
ま
で
米
市

場
中
心
で
あ
り
、
日
本
市
場
は
２
番

目
以
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
米
市
場
が
期
待
薄
の
状
態

に
あ
る
、
も
し
く
は
資
金
余
力
が
あ

る
、
と
い
っ
た
場
合
に
日
本
市
場
に

目
を
向
け
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
海
外
投
資
家
の
日
本

株
投
資
を
予
想
す
る
に
は
、
ま
ず
米

市
場
の
動
向
を
押
さ
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
米
市
場
は
長
ら
く
米
連
邦

準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
決

定
次
第
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。
Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
と
景
気
後

退
の
回
避
と
い
う
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
実
現
を
期
待
し
つ
つ
金
利
を
操

作
す
る
姿
勢
だ
が
、
イ
ン
フ
レ
動
向

の
読
み
づ
ら
い
情
勢
が
続
い
て
お
り
、

金
利
の
決
定
は
経
済
統
計
デ
ー
タ
次

第
と
、
主
体
性
を
放
棄
し
て
い
る
。

米
資
金
運
用
業
者
に
と
っ
て
、
米

市
場
は
腰
の
据
わ
っ
た
投
資
を
決
定

し
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
米
市
場
以
外
へ
目
を
向
け

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
日
本
市
場

と
い
う
の
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は
日
本
経
済
、

日
本
の
企
業
収
益
が
相
対
的
に
良
好

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
今
年
前
半
の
株
価
上

昇
で
日
本
株
は
割
安
感
が
か
な
り
薄

れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、

そ
の
点
は
な
お
さ
ら
重
要
で
あ
る
。


